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印刷 （掬佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,606人 
	

世 帯 数 	14,460 

	

52. 902ノ、 
	

女 27,296人 
	

（昭和55年10月I日現在）住民基本台帳から 

「でっかい建物だなあ」 
重度身障者が施設見学 

「でっかい建物だなあ」 

自宅で寝たきりか車ィスの不自由な生活をしている

重度の身体障害者 5人が10月1日、市内の公共施設を

見学しました。 

市身体障害者福祉会（松本一男会長）が、日頃ほと

んど外に出る機会のない彼らに、公共施設の一端でも

みてもらい、市政に対する理解を深めていただこうと  

行ったものです。 

福祉バスで市民体育館に着いた一行は、家族やホー 

ムヘルパーの手助けでバスから降り、車ィス専用の通

路を通って館内へ。初めてみる館内の広さに目を見張

り、係員が説明する規模や近代的な設備にーつーつう

なずいていました。 

（写真＝= 10月 1日、市民体育館で） 



（第 3種郵便物認可） 

中央公民館使用料 

利用方法は 

〇申し込み方法は 
グループ、サークル、団体、個人のいず 
れでも使用できます。 

●申し込みは原則として、使用の 5 日前ま
でに申し込み、許可を受けて使用してい
ただくことになっておりますが、緊急の
場合には、認めます。 

●電話での仮予約は受付けますが、指定日
まで申込書の提出のないときには取り消
したものと認め処理します。 

●結婚式場などとして利用したい方は、大
いに利用してけっこうですが、生活合理
化運動を推進していく立場にもございま
すので 7,000円以内の会費制の挙式を原
則として利用していただくことになりま
した。主旨をご理解のうえ協力をお願い
いたします。くわしくは、当館へおいで
のうえご相談して下さい。できる限りご
相談に応じます。 ・

‘
 
一
市

長
が
、
「
こ
こ
を
中
心
に
公

メ
 
）

民
館
活
動
を
盛
り
上
げ
、
明
 

《
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
 

に落成式典 

い
ま
し
た
。
 

式
典
は
、
五
所
川
原
宝
生

会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
謡
曲
、
 

「鶴
亀
」
で
幕
明
け
し
、
寺
田
 

新
築
な
っ
た
市
中
央
公
民

館
の
落
成
式
典
は
、
十
月
一

日
同
館
に
工
事
関
係
者
、
来

賓
な
ど
六
百
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
、
新
館
の
完
成
を
祝
 

ぐ篇あ火灸f防運動 
1 	市民と消防デー 

ー主役はあなたですー 
ロと き 10月26日（日）午前10時～午後 3時 

ロところ 市庁舎前 「お祭り広場」 

起震車による地震の体験をしてみませんか。 

40m 級はしご車に乗ってみませんか。 

蒸気ポンプほか各種消防車の展示 

消火器、救助器具の展示と説明 

各種消火器の展示と実験、その他 

消防車をバソクに防火衣を着てパチリ．ノ 

カメラをご持参下さい。 

×ぷご抽せん会もありま す 

※他の会議室、全日使用料等は、当館へお問い合わせ下さい。 

階
  災
  

午前 9時

から正午 

ま 	で 

午後1時

から午後 

5時まで 

午後 6時

から午後 

10時まで 

午後1時

から午後 

10時まで 

一階 大ホー ル 3, 000円 4, 000円 5,000円 9, 000円 

一
一
 
階
 

第一会議室 2,500円 2,500円 3,000円 5,500円 

視聴覚室 2,500円 2, 500円 3,000円 5, 500円 

工 芸 室 2, 000円 2,000円 2, 500円 4, 500円 

音 楽 室 1, 500円 1,500円 2,000円 3,500円 

一
一一
 

階
 

第一研修室 
（大広間） 5, 000円 6,000円 7,000円 13,000円 

式 	場 1,000円 1,000円 1,500円 

第一控室 1,000円 1,000円 1,500円 

作 法 室 1,000円 1,000円 1,500円 2,500円 

調理実習室 2,000円 2, 000円 2, 500円 4,500円 

戸ー 
墓地の購入者を募集 ’ 

長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の

購入者を募集しています。 

ロ募集区画 	150区画 

ロ墓地面積 	1区画5m' 

ロ永代使用料 	110,000円 

ロ管 理 料 	3,000円（年間） 

常時受け付けしています。 

申し込みと同時に、永代使用料と管理料を納付 

していただきます。 

ロお間い合わせ 

詳しくは、市都市計画課（廿⑤21 11番・内線233 ' 

番）へお問い合わせ下1」」ニ 	ノ 、ー 
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山
ご
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後
は
ご
夫
婦
で
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
分
が
病
気
や
け
が
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
障
害
年
金
が
、
 

ご
主
人
が
万
一
の
場
合
は
、
厚
生
年
金
な
ど
か

ら
の
遺
族
年
金
の
ほ
か
に
、
国
民
年
金
か
ら
母

子
年
金
や
準
母
子
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

保
険
料
は
、
 ー
カ
月
三
、
七
七
〇
円
で
、
市
で

発
行
し
た
納
付
書
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
加
入
は
、
簡
単
に
で
き
ま
す
の

で
、
印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
社
会
課
国
民
年
金

係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

り
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
老
 

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
 

”【
・

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
ご
主
人
が
加
 
・
フ

入
し
て
い
る
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
の
保
障
も
あ
 
ど

り
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
老
 
】
」
 

へ

付
加
保
険
料
を
納
め
て
 
ノ
 

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
制
度
は
、
よ
り
多
く
の
保
険

料
を
納
め
て
、
よ
り
高
い
老
齢
年
金
を
受
け
た
い
と
言
う

加
入
者
の
強
い
要
望
に
応
じ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

付
加
保
険
料
に
加
入
し
ま
す
と
、
 ー
カ
月
分
は
、
定
額
保

険
料
三
、
七
七
〇
円
の
ほ
か

に
、
付
加
保
険
料
四
〇
〇
円
、
 

合
わ
せ
て
四
、
 一
七
〇
円
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
納
め

た
月
数
に
応
じ
て
高
い
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

例
え
ば
、
二
十
五
年
納
め
る
と
老
齢
年
金
は
、
定
額
だ

け
の
場
合
は
、
月
額
四

二
、
〇
〇
〇
円
で
す
が
、
付
加
保
 

険
料
と
合
わ
せ
て
納
め
ま
す
と
、
月
額
四
七
、
〇
〇
〇
円
 

に
な
り
大
変
有
利
で
す
。
 

こ
の
付
加
保
険
料
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
 

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
希
望
 

の
方
は
、
お
早
め
に
印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
社
会
課
国
民
 

年
金
係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

よ
り
多
い
年
金
を
 

冷害農家の国民年金 

除
 

免
 

料
 

険
 

保
 

‘
斯
、

、
●
『
，斯
」
“
m斯
m，
‘
宇輸
備
●
『
‘m斯
皿
」
』
川
淳
】
 

米
作
農
家
で
冷
害
の
た
め
、
 

飯
米
を
必
要
と
す
る
農
家
に
対

し
、
来
年
の
十
月
こ
ろ
ま
で
、
 

代
金
後
払
い
、
無
利
子
で
飯
米

を
供
給
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
 一
俵
で
も
政
府
に

米
を
売
り
渡
し
た
農
家
は
該
当

に
な
り
ま
せ
ん
。
 

■

申
し
込
み
方
法
 

農
協
・
業
者
に
申
込
書
が
あ

り
ま
す
。
 
（
市農
林
課
で
も
受

付
し
ま
す
。）
 

■

供
給
す
る
米
の
種
類
等
 
 

役
立

つ
こ
と
を
期
待
す
る
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
工
事
経
過
報
告

の
あ
と
、
市
長
か
ら
工
事
関

係
者
等
に
対
し
感
謝
状
が
贈

ら
れ
、
来
賓
の
福
士
弘
前
市

長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
ス
テ
ー
ジ
で
は

日
本
舞
踊
、
綾
扇
会
メ
ン
バ
 

ー
に
よ
る
「
連
獅
子
」
、藤
間

綾
さ
ん
の
「
浦
島
」
、木
田
林

秀
栄
社
中
に
よ
る

「
津
軽
三

味
線
」
の
祝
芸
が
演
じ
ら
れ

新
し
い
中
央
公
民
館
の
開
館

を
祝
い
ま
し
た
。
 

徳
用
上
米
（
三

等
米
）
で
、
通
常

価
格
以
下
の
予
定

で
す
。
 

■

申
し
込
み
期

限
 

十
月
二
十
日
 

（厳
守
）
 

詳
し
く
は
、
市

農
林
課

（⑤
二

一

一
一
番

・
内
線
一
一

一
八
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

市
で
は
、
今
年
の
冷
害
に
よ

る
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
を
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
早
急
に
申
し
出
て
下
さ

い
。
災
害
に
よ
る
、
国
民
年
金

の
救
済
措
置
は
、
保
険
料
の
免

除
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
度
の
冷
害
に
よ
る
免
除

は
、
特
例
と
し
て
、
五
十
五
年

度
四
月
分
当
初
か
ら
、
五
＋
」
ハ

年
三
月
ま
で
の
ー
カ
年
分
の
保

険
料
を
免
除
す
る
も
の
で
す
。
 

普
通
、
農
家
の
場
合
は
、
収

穫
後
保
険
料
を
納
め
る
の
で
、
 

四
月
分
か
ら
十
月
か
十

一
月
分
 
 

ま
で
は
、
滞
納
と
な
っ

て
お
り

ま
す
0
こ
の
ま
ま
保
険
料
を
滞

納
し
ま
す
と
、
万

一
、
け
が
を

し
た
り
、
ご
主
人
が
な
く
な
ら

れ
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
年
金

母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
し
、
老
齢
年
金
も
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

今
年
の
保
険
料
を
納
め
る
の

が
、
難
し
い
と
考
え
ま
し
た
ら

早
速
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

し
て
下
さ
い
。
 

手
続
き
は
、
市
社
会
課
国
民

年
金
係
へ
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
お
い
で
下
さ
い
。
 

「公民館活動 
市中央公民館、盛 

冷
害
用
飯
米
を
受

付
 



ー
 

歓
 

者
 

、
じ
 

初
 

戸需買ズトミントン大会」、 
年齢制限はありません。ふるってご参加下さい。 'I 

ロと き 10月19日（日）午前 8時30分から

ロところ 市民体育館 

ロ種 目 シングルス 1部 経験者 

2部 初心者

ミックスダブルス 

ロ連絡先 勤労青少年ホーム（④一 3602番） 

主 催 五所川原市バトミントン協会

後 援 勤労青少年ホーム 

‘

《
 

第
ニ
回
 
ホ
ー
ム
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
 

（
文
化
祭
）
 

ロ
と
 
き
 
十

一
月
一
日
田
、
二
ロ
卿
、
三
日
卿
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

ロ
展
示
会
 
写
真
、
絵
画
、
お
花
、
陶
芸
、
そ
の
他
 

会
期
中
の
主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

日
田
 
前
夜
祭
、
ダ
ン
ス
の
集
い
（
午
後
六
時
二
十
 

分
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で
。）
 

一日
⑧
 
展
示
会
、
お
茶
会
、
煎
茶
、
も
ち
つ
き
、
子
 

一日
⑧
 

供
達
の
ゲ
ー
ム
、
ギ
タ

ー
演
奏
会
 

一
一日
卿
 
展
示
会
（
午
前
九

時
か
ら
正
午
ま
で
。）
 

食
堂
・
喫
茶
開
設
 

そ
ば
、
う
ど
ん
、
お
で
ん
、
お
に
ぎ
 

り
、
 コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ト

ー
ス
ト
が
 

あ
り
ま
す
。
 

、一ーr 	 

r・
I‘ー
柱
鷹
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
 

個
人
2
7人
、1
8団
体
 

■

功

労
賞
 

V
柔
道
廿
平
山
忠
夫
さ
ん
（
 

七
〇
）
廿
柏
原
町
ー
 

あ
す
な
ろ
国
体
柔
道
会
場
誘

致
の
基
礎
を
き
づ
く
等
、
数
々

の
功
績
を
残
し
、
現
在
五
所
川

原
柔
道
会
の
顧
問
と
し
て
物
心

両
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
 

■

五
回
受
賞
に
伴
う
特
別
賞

▽
銃
剣
道
廿
工
藤
常
四
郎
（
 

寺
町
）
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
廿
平

山
洋
一
 
（
元町
）
▽
相
撲
ー
一

戸
隆
男
（
錦
町
）
▽
柔
道
ー
尾

野
周
造
（
田
町
）
、池
田
栄
一
郎
 

（
川
端
町
）
、坂
本
義
正
（
広
田
）
 

■

個
人
賞
 

▽
柔
道
廿
斎
藤
文
久

（
若葉
 

）
、佐
藤
順
一
 
（藻
川
）
、石
村
文
 
 

紀

（
松
島
町
）
▽
陸
上
競
技
ー
 

伝
法
谷
一
仁
（
一
野
坪
）
、佐
藤

寛
保

（
太
刀
打
）
、安
田
信
昭
（
 

広
田
）
、川
浪
徹
（
末
広
町
）
、高

橋
将
成
（
松
島
町
）
、鈴
木
ゆ
う
 

（本
町
）
▽
卓
球
ー
山
形
寿
行
 

（
田
川
）
、三
上
雅
也
（
末
広
町
 

）
、工
藤
慶
人
（
鎌
谷
町
）
、横
島

茂
子
（
松
野
木
）
、福
士
時
子

（
 

高
野
）
、小
笠
原
晴
美
（
持
子
沢
 

)
 

▽
銃
剣
道
ー
工
藤
常
四
郎
（
 

寺
町
）
▽
山
岳
ー
三
橋
健
（
松

島
町
）
▽
空
手
道
ー
工
藤
隆
志
 

（
十
川
町
）
、大
久
保
孝
次
郎
（
 

松
島
町
）
、平
山
英
行
（
元
町
）
 

▽
相
撲
廿
棟
方
修
新
（
下
平
井

町
）
▽
自
転
車
ー
相
馬
信
彦
（
 

幾
島
町
）
▽
な
わ

跳
び

廿
福
士

寿
子
、
楠
美
則
康
、
福
士
寛
孝
 

今
幸
子
（
以
上
高
野

）
、今
隆
司
 

（
前
田
野
目
）
 

（
敬
称
略）
 

■

団
体
賞
 

五
所
川
原
第
一
高
校
少
林
寺

拳
法
部
、
青
森
商
業
高
校
卓
球

部
、
五
所
川
原
第
一
中
学
校
相

撲
部
、
五
所
川
原
第
一
中
学
校
 

▽
八
月
十
八
日
、
下
平
井
町

婦
人
部
（
小
田
桐
カ
セ
外
十
人
 

）
御
永
歌
を
披
露

▽
九
月
十
四

日
、
外
崎
源
次
郎
さ
ん
が
市
民

文
化
会
館
の
民
謡
シ
ョ
ー
に
招

待
▽
九
月
二
十

一
日
、
五
所
川

原
民
謡
愛
好
会
（
三
橋
長
治
会

長
外
二
十
人
）
民
謡
、
歌
を
披

露
、
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
五
十
人

分
寄
贈
▽
九
月
二
十
二
日
、
津

軽
海
上
ク
ラ
ブ

（佐
藤
正
三
会

長
）
ハ
マ
チ
、
タ
イ
等
三
十
欝
 
 

陸
上
部
、
五
所
川
原
第
一
中
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
五
所
川

原
銃
剣
道
協
会
、
五
所
川
原
農

林
高
校
柔
道
部
、
五
所
川
原
農

林
高
校
相
撲
部
、
五
所
川
原
農

林
高
校
野
球
部
、
五
所
川
原
高

校
空
手
道
部
、
五
所
川
原
第
一
一

中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
五

所
川
原
第
二
中
学
校
卓
球
部
、
 

五
所
川
原
小
学
校
野
球
部
、
胃

腸
病
院
、
五
所
川
原
柔
道
会
、
 

五
所
川
原
第
一
高
校
少
林
寺
拳

法
部
、
五
所
川
原
高
校
硬
式
庭

球
部
、
五
所
川
原
商
業
高
校
相

撲
部
 

を
寄
贈
▽
九
月
二
十
九
日
、
五

所
川
原
歌
謡
愛
好
会

（
竹
谷
昭

一
代
表
）
タ
オ
ル
、
石
け
ん
三

万
円
相
当
を
寄
贈
 

柏
村
役
場
も

最
古

の
「
紅
絞
」
寄
贈
 

柏
村
役
場
で
は
九
月
二
十
五

日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「く
る

み
園
」
に
日
本
最
古
の
り
ん
ご

の
木
か
ら
収
穫
し
た
「
紅
絞
」
 

五
十
鰭
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和55年（1980年）10月15日（481号） ④ 

 

n 

 

 

園 

 

 

ま 

 

る 

平
山
さ
ん
に
功
労
賞
 

昭
和
五
十
五
年

の
市
「
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
 
の
受
賞
者
が決
ま
り
、
体
育
の
日

の
＋
月
十

日
、
市
民
体
育
館
で

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
柔
道
の
普
及
、
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
平
山
忠
夫
さ
ん
が
功
労
賞
を
受
け
た
ほ
か
、
五
回
受
賞
に
伴
う
特
別
賞
が

六
人
、
ま
た
個
人
二
十
七
人
、
十
八
団
体
（
百
七
十
二
人
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
 

善
意
の

訪
問
あ
り
が

と
う
 
く
る
み
園
 

戸
 

r
 



広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年）10月15日（481号） ⑤ （第 3種郵便物認可） 

「読
書
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
 

十
月
二
十
七
日
か
ら

「
読
書
 

紙
大
）
、図

画
（
タ
テ

2
5m

、
 

週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
市
立
 

ョ
コ
3
5m

以
上
）
及
び
読
書
 

図
書
館
で
は
、

こ
れ
に
ち
な
ん
 
感

想
文
 

だ
行
事
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
 

▽
締
切
り
 
十
月
三
十

一
日
 

す
の
で
、
多
数
ご
参
加
下
さ

い
。
 

（
十
一月
八
日
 

〇
小
中
学
生
の
作
品
募
集
 

図
書
館
に
展
示
 

読
書
に
関
係
あ
る
習
字
（
半
 

し
ま
す
）
 

▽
送
り
先
 
五
所
川
原
市
栄

町

一
一
九
番
地

五
所
川
原
市
立

図
書
館
 

作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
 

学
校
名
、
学
年
を
書
い
て
下
さ

い
。
作
品
は
、
お
返
し
い
た
し

ま
せ
ん
。
応
募
者
に
は
、
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

〇
小
学
生
対
象
の
映
画
会
と
紙

芝
居
 

五
所
川
原
局
 5
4朋
帥細
朋
」
 二

桁
と
す
る
ほ
か
、
長
橋
局
が
 

二
九
、
梅
沢
局
が
二
八
、
柏
局
 

が
二
五
、
鶴
田
局
が
二
二
、
森
 

年
中
に
市
外
局
番
な
し
で
通
話
 

田
局
が
二
六
と
な
り
ま
す
。
 

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

市
内
局
番
を
付
与
す
る
こ
と
 

通
話
の
便
を
良
く
す
る
た
め
 
に

よ
っ
て
便
利
な
通
話
が

で
き

五
所
川
原
市
内
 

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
電
話

だ
け
で
な
く
別
 
番
号

の
市
内
局
番
を
二
桁
に
さ

図
の
よ
う
に
五
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

所
川
原
市
と
経
 

こ
の
十
局
の
間
で
は
、
市
内

済
交
流
の
あ
る
 

局
番
二
桁
・
加
入
者
番
号
四
桁

二
町
二
村
も
含
 

の
計
六
桁
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ

め
て
市
外
局
番
 

け
で
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
、
 

な
し
で
通
話
で
 

市
外
局
番
は
〇
一
七
三
と
な
り

き
る
よ
う
に
し
 

ま
す
。
 

ま
す
。
 

実
施
す
る
日
時
は
、
決
定
次

こ
の
た
め
、
 

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
局
が
 

加
入
者
番
号

の
変
更
は
あ
り
 

三
四
二
一
一
五
、
 

ま
せ
ん
。
 

中
川
局
が
三
六
 

例
え
ば
五
所
川
原
④
ー
二
〇

飯
詰
局
が
三
七
 

〇
〇
番
は
、
⑩
ー
二
〇
〇
〇
番

木
造
局
が
四
二
 

と
い
う
ふ
う
に
な
り
ま
す
。
 

館
岡
局
が
四
五
 

（
五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

と
市
内
局
番
を
 

01o局相互間は市外局番なしでつながります。 

〇カレンダーや名刺など作成の際は、電話（0173) 34- 

2000番というように印刷している事例が多いようです。 

今
ま
で
市
内
間
の

通
話
は
、
同
じ
行
政

区
域
で
あ

り
な
が
ら

市
外
局
番
を
ダ

イ
ヤ

ル
し
な
け
れ
ば
通
話
 

が
で
き
な
い
地
域
が
あ
り
、
大

変
ご
不
便
を
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
不
便
を
解
消
す
る
た

め
、
当
局
で
は
い
ろ
い
ろ
工
事

を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
 

》

」
 

!
 

タ
 

管内の市内局番が2ケ 

五所川原職業訓練協会 L 

ロ受講資格 同一職種15年以上の経験者で

と。 

ロ実施予定 昭和56年 2 月3日から2月10日

一受講にともなう経費 県当局の指示によります。 

一並に実施日時の決定 （決定次第受講希望者に 

連絡しますJ 
ロ受講者 先着55人 

口受講希望 昭和55年10月末日まで。受講希望の

旨を電話等で当協会までご連絡下さ

い。(④2731番） 

ロ愛付・締望 決定次第受講申込み希望者に連絡 

一経 	費 します。 

r蘇訓練指導員の資格 
取
引
先
倒
産
の
場
合
の
資
金
手
当
を
い
た
し
ま
す
。
 
‘
 

貸
付
額
最
高
ニ
千
百
万
円
 

〈
国
営
・
中
小
企
業

倒
産
防

止
共
済

制
度

〉
 

中
小
企
業
者
に
と
っ
て
、
あ
る
日
突
然
に
し
か
も
予
告

な
し
に
や
っ

て
く
る
取
引
先
企
業
の
倒
産
ほ
ど

こ
わ
い
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
、
あ
な
た
の
取
引
先
が
倒
産
し
た
場
合
、
売
掛
金

や
受
取
手
形
な
ど
の
回
収
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
制
度
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
加
入
後
六
カ
月
以
上
た

っ
て
、
取
引
先
企
業
が
倒
産
し
、
売
掛
金
や
受
取
手
形
な

ど
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
掛
金
総
額
の
十
倍

の
範
囲
内
で
無
担
保
、
無
保
証
人
、
無
利
子
で
共
済
金
の

貸
付
け
が
う
け
ら
れ
ま
す
し
 

●

こ
の
制
度
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
五
所
川
原
商
工
会
議
 

所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

、
 

,
 

▽
と
 
き
 
＋

一
月
八
日
出

午
後
二
時
 

▽
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館

な
お
、
期
間
中

（
十
月
二
十

七
日
か
ら
十

一
月
九
日
ま
で
）
 

源
氏
物
語
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ

い
。
 ー

 
＊
 
ー
 

＊
  
ー
 



暴字’ 
各奏 

，景 
こ奮 
,4. 

難 

素

な
いよ
あ
る
！
、g
与
書
け
ご

准
す
ゆ
と
リ
車
間
距
讐
し
心
に
も
 

舞
響夢
三
」、

 

服
装
か
ら
み
た
不
良
化
の
き
ざ

し
 

× アJを入れる 

理雪窃（ブている 
もみあげガ長い

エ Jは高い ネックレス 

上着は丈ガ長い 
（下にホックをつけている） 

ベルトを下にずらす 

指がタバコのヤ二で
黄色＜なつている 

力バンは中味ガ 

な＜つぶれている 

指輪 
（ケン力用） 

ズポンは細＜ 
マンポストレート 

馴りよ黒い皮靴 
ズックの揚台は力力ト 
を踏みつぶしている 

，琴笑詔炎歩き 

五所川原市交通事故防止市民大会 
（第 3種郵便物認可） 

苦楽をともに半世紀 
合同金婚式、52組の夫婦を顕彰 

「苦楽をともに半世紀、金婚式おめでとう」 

結婚して50年目を迎えた老夫婦が 9 月30日、市民文化

会館に招かれ合同の金婚式を行いました。 

市が主催して毎年行っているもので、今年は、昭和 5 

年に結婚届けをした川山の片山清英さん（73）さださん 

(67）夫婦ら52組、 104人の夫婦が顕彰されました。 

式では、まず寺田市長が、 「立派に家庭を築き、子弟

を養育されるとともに、地域の振興、発展に活躍された

ことは市民の模範です。今後とも長寿を保ち、社会に貢

献して下さい」とあいさつ、それぞれの席を回って各夫

婦に顕彰状と記念品を手渡しました。 

次いで、村上商工会議所会頭ら来賓がお祝いの言葉を 

~ 	述べ、これに対し、藻川の高橋誠五郎さん（72）が、「今 

て 	後とも夫婦仲良く楽しい人生を送りたい」 とお礼の言葉

を述べました。 

また、出席者を代表し野里の元教師土岐喜一郎さん囲

が、「結婚50年の歩み」と題し、これまでの結婚生活に対

する所感を述べました。 

このあと、出席者たちは昼食をとりながら歌や踊りの

アトラクションを楽しみ、和気あいあいの一日を過ごし

ました。 

交通三悪を追放 

市民大会で宣言 

秋の全国交通安全連動期間中の 9 月25日、市民文化

会館で「交通安全市民大会」が開かれ、暴走・酒酔い・ ユに且日 、 	メ．J也女」二 UI, 工又ノ、云」 Ii' 1ff」ノJ  “、 事人ヒ” H日干し“ 

無免許運転の交通三悪追放を宣言し、交通安全への誓い

を新たにしました。 

大会に先だち、交通安全母の会会員、交通指導員ら約

五百人が寺田市長、福田警察署長を先頭に交通安全の標

語のポラカードを掲げてパレード、交通事故防止を訴え

ました。 

，
・】
‘
ー

T
‘
王
，
 
レ
 

一
 

‘
坤
ノ

‘
・、
・1
 

乃
」1
4ー

り
 q日平山家」代々記 

巻物にして寄贈 

市内湊字船越、五農高職員工藤鉄男さん（ 56）は、 

このほど、国の重要文化財で現在保存修理工事が行われ

ている「旧平山家」 の歴史を 「平山家代々記」と題した

巻物にし、市に寄贈しました。 

市では、平山家の由来を知ってもらう貴重な資料とし

て活用することにしています。 

少年のヲHテ防止は 	＼

＼愛のー声と家庭のしつけから ×  

非行のきざし 

0服装が乱れ派手になる。 

〇落ち着きがなくなり、ソワソワする。 

〇夜問外出、外泊が多くなる。 

〇クズした言葉やウソを言う。 

〇学校や仕事をサボル。 

〇持ち物に不審な物が多くなる。 

〇親と話したがらない。 

〇金遣いが荒くなる。 

これが非行のきざしですノ少年が送る赤の 

シグナルを見落さずキャッチしましょう。 



思い出にモチつき 

青空の下でペッタンコ 
中学校生活の思い出にモチつきをと、五所川原第一中

学校（川浪豊登校長）の 3年生 480人は10月 2日、校庭

で楽しいモチつきをしました。 

学年行事のーつとして行ったもので、 P TA 3学年（ 

渡辺京子会長）のお母さんたち40人も応援に駆けつけま

した。 
校庭に 5基のウスを据えた周りを、生徒がそれぞれ遠

巻きに見物、腕に自信のある生徒が次々にキネを振るい
盛んな声援を受けていました。 

大切な日頃の心がけ 
藻川、村民ぐるみで防火訓練 

こ火災の予防は日頃の訓練からこと、藻川部落では 9 
月29日、村民ぐるみの消火・避難訓練を行い、防火思想

の高揚を訴えました。 

この日は、藻川小学校（浅井恒幸校長、児童 117人） 

も参加、校舎の一角から出火したーという想定で、消防

車、救急車も出動、放水の最中、校舎 2階に取り残され

た児童の避難訓練も行いました。 

また、油やガス火災に備えて消火器の実験も披露、消

火器の取り扱い方から消火の要領などわかり易く説明し

一般家庭の防火を呼びかけました。 

善
意
銀
行
預
託
者
 

「
ハ
ル
ニ
レ
」
五
本

を

市
に

寄

贈
 

▽
成
田
正
則
（
錦
町

）
 

▽
平
山
崇

（
栄
小
学
校
五
年
）
 

▽
東
郡
平
内
町

・
松
緑
神
道
大

和
山
連
合
青
年
会

（幹
事
長

田
津
豊
弘
）
 

中

三
が

3
0周
年
記

念
で
 

中
三
脚
会
社

（
中
村伸
太
郎

社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
市
に
「
市

の
木
」
 
であ
る

ハ
ル
ニ
レ

（
春

檎

）
五
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
さ
っ
そ
く
神
山
・

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
植

え
ま
し
た
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

▽
中
三
株
式
会
社

（
大町
）
 

▽
太
刀
打
・
五
所
川
原
歌
謡
愛
 

好
会

（
代
表
‘
竹
谷
昭
一
）
 

▽
対
馬
八
千
代

（
松
島
町
）
 

廿
敬
称
略
ー
 

、
、
、

、
、
、
 
、
、
、
、
、

、
儒
“‘
浬
‘
湖
，
害
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
 
、
、
、
 
、
 
、
 、
 
、
 
、
 

、
、
、

、
、

、

、
、
、
、
「
素
価
垣皿

●
命
選

‘
臣
●
注斯
お
●
、
、
 
、
、
 
、
、
 
、

m
H●
』
婦
理
斯
喜婦
”
斯
斯
鱗

認
 

市と五所川原市民保健協議会では、次の日程で「移 

動健康教室」 を開きます。 

皆さんの聴講をお待ちしています。 

■と き 10月30日（わ午後 1時から 

■ところ 藻川公民館 

■テーマ 「脳卒中を防ぐには」 

■講 師 対馬昭幸氏 

当日は、健康相談、血圧測定も行います。 

「みんなの健康教室」を開催 

医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」 が次の日 

程で開かれます。お気軽においで下さい。 

今回のテーマは「血液型（Rh）血液不適合」について 

■と き 10月24日圏午後 1時から 

．ところ 市中央公民館2階 

視聴覚室（鎌谷町） 

■主 催 北五医師会、五所川原市 

民保健協議会 

年間をとおして聴講された方には、修了証と記念品 

を差し上げます。 

、 	0 

婦人病の検診を行います 

市では、35歳以上の方を対象に次の日程で「婦人病

検診」 を行います。対象になる方は検診を受けるよう

にして下さい。 

■と き 11月26日困、27日困、28日園、29日田。 

平日は午後0時30分～午後1時30分まで。 

また29日山は午前 8時30分～ 9時30分ま 

でです。 

■と こ ろ 新宮団地・森の家 

■受付け 10月25日～11月 5日まで。 

■料 金 1,100円 

■申込み先 市保険衛生課、または各支所へ

市農協、第一中川農協、松島第一農協、栄農協の組

合員の方は、農協から補助がありますので、直接農協

または農協支所へ住所、氏名、年齢、世帯主名を添え

てお申し込み下さい。 

⑦ （第 3種郵便物認可） 

「移動健康教室」を開催 



来
る
十
月
二
十
二
日
か
ら
青

森
県
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
始

ま
り
ま
す
。

こ
の
運
動
の
大
き

な
目
標
は
次
の
三

つ
で
す
。
 

日
 
幼
児
、
老
人
及
び
身
体

不
自
由
者
等
の
焼
死
防
止

対
策
の
徹
底
。
 

口
 
防
火
管
理
体

制
の
確
立
。
 

日
 
地
域
ぐ
る
み
の
自
主
防

災
体
制
づ
く
り
。
 

日
の
目
標
は
、

い
っ
た
ん
火

災
が
発
生
す
る
と
、
幼
児
、
老

人
及
び
身
体
不
自
由
者
が
犠
牲

に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ

の
運
動
期
間
中
に
県
内
各
消
防

本
部
が
、
 
一
人
暮
ら
し
の
老
人
 

や
身
体
不
自
由
者
家
庭
を
は
握

し
、
確
実
な
避
難
手
段
の
確
保

非
常
ベ
ル
ゃ
簡
易
型
火
災
警
報

器
の
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

口
の
目
標
は
、
雑
居
ビ
ル
等

で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
多

数
の
焼
死
者
が
で
る
危
険
性
が

一
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
 

10月15日（481号） ⑧ 

域
 ぐ
る
み
で
火
災

予
防
を
 

い
ま
す
。
 こ
れ
ま
で
の
原

因
の
多
く
は
、
夜
間
の
防

火
管
理
体
制
が
不
備
だ
っ

た
り
、
消
防
設
備
が
設
置

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
夜
間
の
防

火
管
理
体
制
の
強
化
や
消

防
用
設
備
の
設
置
を
推
進

す
る
た
め
に
指
導
の
徹
底

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
 

日
の
目
標
は
、
昨
今
と

く
に
必
要
性
が
叫
ば
れ
て

い
る
自
主
防
災
体
制
づ
く

り
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
 

消
防
署
か
ら

お
願
い
 

火
災
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
雪
4
ー
ハ
 

二
九

番
は
、
火
災
発
生
の
通
報
、
 

三
五
一
番
ー
五
番
を
ご
利
用
下
さ
い
（
】
 
救
急
車
の
依
頼
等
の
緊
急
電
話
で
す
。
 

（第 3 種郵便物認可）' 

一
生
の
う
ち
で
土
地
や
建

物
を
売
る
機
会
は
、
数
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も

し
、
何
ん
ら
か

の
都
合
で
土
 

普
通
、
土
地
や
建
物
の
取

引
は
大
き
な
金
額
で
行
わ
れ

計
算
さ
れ
る
税
金
も
決
し

て

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
「転
ば

ぬ
先
の
杖
」
税
金
の
こ
と
も
 

お
忘
れ
な
く
。
 

詳
し
く
は
五
所
川
原
税
務

署
（
④
三

一
三
六
番
）
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。
 

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税

金
 

「
も
し
も
私
が
家
を
建
て

た
な
ら
…
大
き
な
窓
と
小
さ

な
ド
ア
と
部
屋
に
は
古
い
暖

炉
が
あ
る
で
し
ょ
う
 

」
 

こ
ん
な
歌
が
あ
り
ま
す
ね
。
 

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
は
、
多

く
の
方
の
夢
で
あ
り
、
そ
の

プ
ラ
ン
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
実
際
マ
イ
ホ
 

ム
づ
く
り
に
と
り
か
か
る

と
、
資
金
計
画
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
で

て
き
ま
す
。
 

税
金
の
こ
と
も
そ
の
ー
つ

で
す
。
 

土
地
や
建
物
を
取
得
し
た

と
き
の
不
動
産
取
得
税
、
登

記
の
際
の
登
録
免
許
税
…
。
 

資
金
計
画
に
こ
れ
ら
税
金

に
つ
い
て
も
考
え
て
下
さ
い

な
お
、

マ
イ
・
ホ
ー
ム
を新

築
、
購
入
し
た
場
合
、
そ
の

住
宅
に
居
住
し
た
年
か
ら
三

年
間
、
住
宅
取
得
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
五
所
川
原
税
務

署
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署

一
 

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
税
金
 

地
や
建
物
を

売
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ

た
場
合
は
、
 

譲
渡
所
得
と

し
て
税
金
が

か
か
り
ま
す
。
 

【
 
広
報
紙
の
早

期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
 

族
や
近
所
の
人
た
ち
が
、
初
期

消
火
を
し
た
場
合
、
現
在
の
火

災
の
六
〇
％
は
防
ぐ

こ
と
が
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
運
動
期
間
中
に
、
 

少
年
消
防
ク

ラ
ブ
や
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
な
ど
の
自
主
防
災
組
織

を
通
し
て
、
初
期
消
火
や
防
火

の
重
要
性
に

つ
い
て
県
民
の
理

解
を
も
と
め
る
と
と
も
に
、
両

ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

以
上
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
重
点
目
標
に

つ
い
て
述
べ
ま

し
た
が
、
運
動
を
効
果
的
に
す

る
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
 

も
一
人
ひ
と
り
が
日
常
火
災
を

だ
さ
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と

が
第
一
で
す
。
 

ま
た
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
と
い
 

第
二
十
回

「
市
民
総
合
文
化

祭
」
 
が十

一
月
二
日
（
日
）
、三

日
（
文
化
の
日
）
を
中
心
に
市

中
央
公
民
館
と
市
民
文
化
会
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

多
数
お
い
で
下
さ
い
。
 

琴
、
ピ
ア
ノ
、
バ
レ
ー
、
民
 

う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
日

頃
か
ら
家
族
や
地
域
の
人
た
ち

と
話
合
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
 

（
県消
防
防
災
課
）
 

謡
、
詩
吟
、
日
本
舞
踊
、
合
唱

団
、

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の
発

表
は
市
民
文
化
会
館
で
、
書
道

菊
花
、
盆
栽
、
盤
景
、
婦
人
服

華
道
展
示
、
市
民
茶
会
、
老
人

会
作
品
展
示
等
は
新
中
央
公
民

館
で
開
催
し
ま
す
。
 

「市
民
総
合
文
化
祭
」
開
く
 

多
数
お
い
で
下
さ
い
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